　　　
2011．11「ベビートラップ」♪　紹介ブログ
晴れた日曜日には、わたしの愛するモヤモヤと、ナイト、イケイケをご紹介致しましょう！！
気持ちのよい、晴れた日曜日には、「ベビートラップ」のヒロイン、わたしの愛するモヤモヤと、ナイト、イケイケを、ご紹介致しましょう。

　この作品のような、最後を導きだすのは、多分、島さち子しかいないのでは？
　そう、信じられます。それは、既成の推理作家の作品にはみられないもの。みなさまも、モヤモヤをもっと、もっと、好きになって下さるでしょう。

　――――それが何なのか、わからなかった。何かがモヤモヤの後ろ髪を引っ張って、しきりに記憶の喚起をうながしていた。でも、モヤモヤには、そんなことに、こだわってはいられなかったのだ。

　味方ボールのタイトスクラム。縞のジャージーが水平に移動し、ボールが出た。走った。必死のタックル。肩をつかっての突破。ボールを持って走っているのは彼？　

　追っていく誰か。素早いパス。ボールは彼？　今度こそ本当の彼！　足があって、先を走っている。バッキングアップをカットインで眩惑し、振り切ってトライ！

　逆転！　ノーサイド。
　観衆のごうっという勝利の叫び。

　「あれは、わたしの彼です！　そうよ、凄い奴なんです。あの速さ、見ました？　あれはわたしの彼です！！」
　モヤモヤの言葉を、勝利のどよめきが飲み込んでしまう。

　――――それなのに、わたしの脳みそのなか、何かが潜り込んでモヤモヤを引っ張る。
　何時間待ったのだろう。イケイケは、モヤモヤを忘れたのだ！

　ネオンサインが、寒さに震えた。

　出し抜けにイケイケがモヤモヤの肩を抱いた。どれくらい歩いたのだろう、　夢うつつだから、地に足がついていたかどうか？　

　その証拠のように、モヤモヤは、時々イケイケの逞しい腕にぶらさがって運ばれたりした。こんなに身も世もなく幸せなのに、それでもなお、何かがモヤモヤの邪魔をしていた――――

　このカップルの未来に何が待っているのか？　気になりませんか？
　それを、二人はどうして潜り抜けて行くか？
　あなたも、力をかして上げてください！！
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　　　　タイトル）僕の大好きな、頭！！
イケイケはモヤモヤの頭をくしゃくしゃにした。
それなのに、まだわずかな違和感があって、折角の気分をだいなしにしている。助けを求めてモヤモヤガ大きな彼を振り仰ぐと、イケイケの腕に力が入って、息ができないくらい。

　彼の荒い息の上に、モヤモヤの軽い息が乗っかっている。人がごったがえしている夜の盛り場のなか、ふたりは一心同体になって歩いていった。

　そのとき、モヤモヤは泣き声を聞いたと思った。確かに聞いたのだ。回りを見ても誰も泣いていない。
　泣いているのは記憶の回路のなか？


　やせ細ったアフリカの飢えた子供の大きな目、針みたいに細い手足。白い大きな手の上におかれた小さな小さな黒い手。あっ！　モヤモヤは立ち止まった――――

　モヤモヤは何を思い出したのでしょう！！　どきどき、しませんか？
　こうして、わたしたちはモヤモヤと一緒に、どうしたらいいのか、わからなくなって、思い悩み、狂いまくって、「ベビートラップ」の魔力にすっぽりと捕えられていきます。
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　　　タイトル）続　僕の大好きな頭！！
イケイケはモヤモヤの頭をくしゃくしゃにした。それなのに、まだわずかな違和感があって、折角な気分をだいなしにしている――――

　この「ベビートラップ」のおかしな、おかしなタイトルを気に入ってくださる方々が何人かアクセスしてくださいました。みなさんもイケイケとモヤモヤの世界を覗いてみませんか！！

　この少々コミックで、わくわくするような、不思議なリズム感を楽しんでください。
　短いセンテンスで運ぶ、過不足のない、そのものずばりの文章。これ以上の表現があるかしらと、うならされてしまいます。

　昨日はブログに新しい記事が掲載されなかったことで、皆さまにご心配いただいたようで、すみませんでした。御免なさいね！！
　今日は、このくらいで、掲載されるどうか、ためしてみましょう。
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